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教 科 数  学 科 目     数 学 A 単位数   ２ 

学 年 ２  年 類 型 流通経済科・情報ビジネス科 

教科書（出版社） 改訂版 最新 数学 A（数研出版） 

副教材（出版社） 改訂版 パラレルノート 数学 A（数研出版） 

授業の概要 

場合の数と確率では、条件つき確率まで学習する。整数の性質ではユークリッド

の互除法を使い、応用問題にも対応できるように学習する。図形の性質は平面の性

質から空間の性質を考えられるように学習する。 

授業の目標 

数学では自ら考え、かつ実際に計算や推論をしないと数学の考え方が身につかな

い。例題から練習問題を通して、応用問題にも、強いられてするのではなく、数学

のもっている面白さにつられて自然に挑戦する態度を身に付ける。 
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 学習内容（単元・項目） 学 習 目 標 

１ 

学 

期 

第１章 場合の数と確率 

 第１節 場合の数 

 

 第２節 確率 

 

  

・樹形図などを利用した個数の数え方について学び、ま

た、和の法則、積の法則が成り立つのはどのような場

合なのかを理解し、各場合に適切な応用ができるよう

にする。独立試行の典型的な例であり、最も重要な例

でもある反復試行の確率を理解する。このとき、組合

せを用いることを理解する。 

２ 

学 

期 

 第２節 確率 

 

３章 整数の性質 

 第１節 約数と倍数 

 第２節 ユークリッドの 

互除法 

 第３節 整数の性質の活用 

 

 

第２章 図形の性質 

 第１節 平面図形 

 

・具体例を通して、条件付き確率と乗法定理の考え方を

理解する。 

・整数の性質を利用し、倍数の判定の仕方を学び、その

方法を習得する。素因数分解を利用した最大公約数、

最小公倍数の求め方を理解する。ユークリッドの互除

法によって２つの数の最大公約数を求め、不定方程式

の１つの整数解を求められるようにする。２進法で表

された数を 10 進法に直し、また、その逆をできるよ

うにする。  

・線分の内分・外分を理解する。三角形の内角の二等分

線と比の定理を理解する。三角形の重心、外心、内心

の関係を理解する。 

３ 

学 

期 

 第１節 平面図形 

  

  

 

 

 

第２節 空間図形 

・チェバの定理、メネラウスの定理を理解し、それを活

用できるようになる。 

・円の接線と弦のつくる角の定理を理解する。方べきの

定理を理解する。２つの円の関係を理解し、その共通

接線に関する問題に活用できるようになる。平行接線

の作図やその応用ができるようになる。 

・空間における直線や平面の位置関係について理解す

る。多面体の性質を理解する。 

観

点

別

評

価 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

 関心を持つととも

に、数学的な見方や

考え方のよさを認識

し、それらを事象の

考察に活用できる

か。 

 事象を数学的にとら

え、論理的に考えると

ともに思考の過程を振

り返り多面的・発展的

に考えられるか。 

 事象を数学的に考察

し、表現し処理する仕方

や推論の方法を身に付

け、よりよく問題を解決

できるか。 

 基本的な概念、原

理・法則、用語・記号

などを理解し、基礎的

な知識を身に付けて

いるか。 

備

考 

４つの観点に基づき、各学期ごとに定期考査までの学習のまとまりごとに評価し、100点法で

評価する。また、学年末の評価は、各学期の評価を平均し総合的に評価する。 


